比較文化概論Ａ（試験時間６０分）（担当　廣瀬浩司）



・以下の問題の中から２問選び、それぞれ解答用紙半分以下を目安に答えて下さい

・解答のはじめに、かならず問題番号を記して下さい。

・下記のキーワードを、問題ごとに三つ以上使い、初出時に下線を引くこと。テクニカルタームの場合は、言葉を解説するようにして使うこと。

（例１）デリダ（フランスの戦後の哲学者）は、脱構築という概念を作り出し、・・・

（例２）脱構築とは、フランスの戦後の哲学者デリダの言葉であるが・・・という意味である。

・採点は、二つの問題への解答全体でおこなうので、内容的に重複しないよう、工夫すること。

・原則的にどれか二つの設問に答えることになりますが、他の問題に越境してしまってもかまいません。



（問題）

（１）教科書でいう「発達のリセット」とはどういうことが、説明して下さい

（２）「遂行的イメージ」と記憶の関係について、考えてみて下さい

（３）舞踊において、どのような身体感覚が活用されているか、具体的に述べて下さい

（４）「このものという具体性」はどのようなものか、説明して下さい

（５）スポーツ、芸術などの創造活動、あるいは特定の身体的な体験の例を、教科書にあるもの以外にひとつあげ、本書で説明されている身体論がどのように活用できるか、説明しなさい

（６）現代の心理学または認知科学においては、どのようなことが議論されているか、説明して下さい。

（７）現代のリハビリテーション科学において、どのような身体論が問題になっているか、説明して下さい。

（８）創造的であるというのはどういうことだと思うか、説明して下さい

（９）身体にとって、「環境」はどのような意味を持つか、説明しなさい

(10) オートポイエーシス理論とは、どのような理論か、説明して下さい。

(11) 授業に関連して、みずから問いを立て、自分で答えて下さい。問いそのものも評価します。



キーワード

認知、行為、システム、認知運動療法、ランディング、強度、感覚、内感、気づき、注意、内的運動感覚、予期、重力、差異の知覚、個体化、触覚、自己表現、物のまなざし、セザンヌ、バシュラール、ペルフェッティ、メルロ＝ポンティ、「入力も出力もない」、マッハ、円環運動、線形運動、境界の形成、荒川修作、ヴァレラ、半測空間無視、サックス、現象学、遠近感、正中線、自己、身体化された心、深さ（深み）、物質的想像力、勅使河原三郎、フォーサイス、遠近法、脳科学、視点、明示的記憶。

